
〒965-0807  会津若松市城東町1-25
HP https://general-museum.fcs.ed.jp/
e-mail  general-museum@fcs.ed.jp
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福島県立博物館

お問い合わせ TEL0242-28-6000 FAX0242-28-5986

Fukushima Museum福島県立博物館
Fukushima Museum

福島県立博物館

■JR会津若松駅から約3km　
◉タクシーで約10分
◉まちなか周遊バス「ハイカラさん」
　で約20分 （鶴ヶ城三の丸口下車すぐ）
◉まちなか周遊バス「あかべぇ」で
　約30分 （鶴ヶ城三の丸口下車すぐ）

車椅子使用者用駐車場　博物館西側「鶴ケ城三の丸口」バス停そば：2台
　　　　　　　　　　　一般駐車場内博物館入り口側：3台
子育て応援駐車場　　  一般駐車場内博物館入り口側：3台
　　　　　　　　　     ※妊娠中の方や未就学児のお子さんをお連れの方を対象とした駐車場です。

※ご不明の点はお問い合わせください。

●企画展観覧料 企画展開催中はこの観覧料で常設展もご覧いただけます。（会期中有効）
※（　　）内は20名以上の団体料金　　※特集展は、常設展料金です。

館内のごあんない2025年度福島県立博物館利用案内

●年間パスポート／有効期限：ご購入日より1年間　料金：2,400円　
　販売場所：福島県立博物館総合受付
　※当館の常設展・企画展を何回でもご覧いただけます。
　※パスポートのご使用は氏名欄に署名されたご本人に限ります。
   　他人へ譲渡または貸与することはできません。
●友の会／ご入会いただきますと、『友の会会報』や広報紙『なじょな』の送付などの特典が
　受けられるほか、古文書愛好会や化石・鉱物探検隊、考古学俱楽部、仏像に親しむ会と
　いったサークル活動にご参加いただけます。

●雪国ものづくり食堂 つきない　営業時間：9：30～17：00 （ラストオーダー16：30）
　　　　　　　　　　　　　　　※営業は博物館開館日
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2025～2026カレンダー
●開館時間／9：30～17：00（観覧チケットの販売は16：30まで）
●休 館 日／毎週月曜日（月曜日が祝日・振替休日の場合をのぞく）
　　　　　　祝日の翌日（土・日にあたる場合は開館、4/30（水）は開館）。
　　　　　　7/1（火）、12/23（火）は館内整備休館日、12/28（日）～1/5（月）
　　　　　　は年末年始休館日
　　　　　　※詳しくはカレンダーをご覧ください。
●常設展観覧料／一般・大学生：400円（20名様以上の団体の場合は320円）
　　　　　　　　三施設共通観覧券：730円（県立博物館常設展、鶴ヶ城天守閣、茶室麟閣）
　　　　　　　　高校生以下：無料
※こどもの日5/5（月・祝）、県民の日8/21（木）、敬老の日9/15（月・祝）、文化の日11/3（月・祝）は、
　すべての方の常設展観覧料が無料です。
※学校教育に基づく活動として観覧する場合の大学生および引率者、公民館等の団体は、事前の
　申請（観覧日の3営業日前まで）により、常設展料金の減免措置が受けられます。観覧料免除
　申請書は当館ホームページよりダウンロードいただけます。

コインロッカー

休憩室

トイレ

ベビーケアルーム

展覧会名

一般・大学生

高校生以下

会期

企画展

ボーダーなき世界を
ー福島県立博物館とWell-beingー

4月26日（土）
～6月29日（日）

1,000円（800円） 1,200円（1,000円） 1,200円（1,000円）

無料 無料 無料

企画展

私たちの戦争体験
ーアジア・太平洋戦争終戦80年ー

7月19日（土）
～9月15日（月・祝）

10月4日（土）
～12月7日（日）

企画展

発掘ふくしま０0
ーふくしま考古学事始めー

ゼロ

三施設共通観覧券
提示後の料金 600円 800円800円

「自然と人間」リニューアル！

令和7年度
展 示 案 内
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◉震災遺産を考える 
　2026年２月13日（金）～4月11日（土）
※予定が都合により変更になる場合があります。
※講座・イベント情報は、ホームページ及び広報紙「なじょな」をご覧ください。

表紙：陸軍軍服・軍帽（当館蔵）　けんぱく縞（会津木綿当館オリジナル縞柄）

◉ボーダーなき世界を―福島県立博物館とWell-being― 
　4月26日（土）～6月29日（日）
◉私たちの戦争体験―アジア・太平洋戦争終戦80年―
　7月19日（土）～9月15日（月・祝）
◉発掘ふくしま０0―ふくしま考古学事始め―
　10月４日（土）～12月7日（日）

ゼロ

あいづスタジアム
プロジェクションマッピング
（三の丸アベニュー内）

①：若松城下の成り立ち（約9分）
②：若松籠城戦（約11分）
    毎時10分、40分より開始
    上映開始9：40　
    最終上映16：10

若松城下ジオラマ
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会津大塚山古墳出土三角縁神獣鏡
会津若松市蔵・当館寄託（国指定重要文化財）

よみがえる会津大塚山古墳
会期：4月1日（火）～６月１日（日） 
　　 ９月27日（土）～2026年3月31日（火）
展示場所：分野別展示室　考古
東北地方で唯一の「三角縁神獣鏡」をはじめとする、
会津大塚山古墳の豊富な出土遺物が一堂に並びま
す。日本古代史上で重要な会津大塚山古墳とはど
んな古墳なのか、わかりやすく紹介します。

三島町荒屋敷遺跡を考える
会期：6月7日（土）～9月21日（日）
展示場所：分野別展示室　考古
国の重要文化財に指定されている荒屋敷遺跡の出土品。
土器や石器・木製品などの貴重な資料をもとに、縄文時
代の人々のくらしとものづくりについて考えます。

荒屋敷遺跡出土漆塗土偶　三島町蔵・当館寄託（国指定重要文化財）

けんぱくの宝―しあわせのありかた―
会期：4月1日（火）～5月25日（日）
展示場所：分野別展示室　歴史・美術
「しあわせ」とは何でしょう？美味しいものを食
べること。家族と過ごすこと。お金持ちになるこ
と。季節を楽しむこと。自分らしく生きること。
絵画や工芸品にみられるしあわせのありかた
を探ります。

勢津子さまのお雛さま
会期：2026年1月31日（土）～3月29日（日）
展示場所：分野別展示室　歴史・美術
会津藩主松平容保の孫で、秩父宮雍仁親王と結婚され
皇室に入られた勢津子妃。近年当館に寄贈になった勢津子
妃旧蔵の雛飾りを初公開するとともに、ゆかりの品々を展示
します。

内裏雛　当館蔵

家世実紀
松野千光寺跡の経筒発見の記事（部分）　当館蔵 避難所に残された貼り紙（収集時の様子）　浪江町

避難所に残された
スティックパン　当館蔵

夏の企画展

私たちの戦争体験－アジア・太平洋戦争終戦80年－
会期：7月19日（土）～9月15日（月・祝）
アジア・太平洋戦争が終戦してから80年。福島県民や県出身者
が体験した戦争を振り返る展覧会です。軍人が家族に送った軍
事郵便や写真、実際に身に着けた軍服を始めとする関係資料を
ご紹介します。あわせて近代の会津若松と若松連隊の歩みも取
り上げ、軍隊と地域の関係にもスポットをあてます。

祈りのふくしま９―祈りの中の動物たち―
5月31日（土）～7月21日（月・祝）
展示場所：分野別展示室　歴史・美術
身近な動物、聖なる動物、幸
いをもたらす動物……祈り
の造形の中には、さまざまな
動物が表されています。動物
たちの姿をご紹介し、そこに
込められた意味や祈りを探
ります。

涅槃図（部分）
相馬妙見歓喜寺蔵・当館寄託

春の企画展

ボーダーなき世界を－福島県立博物館とWell-being－
会期：4月26日(土)～6月29日(日)
性、年齢、障がいの有無による差、経済格差、都市と地方などの地域差、被災地と非被災地。
私たちが生きる社会にはさまざまなボーダーがあり、その克服が課題です。
本展ではこれまで福島県立博物館がアーティストと取り組んできた活動などをご紹介し、
ミュージアムとアートが介在することで生まれるWell-beingから、みなさんと目指すべき
ボーダーなき世界を考えます。

ワークショップ「食に学ぶ海幸山幸」より　
講師：小池アミイゴ（イラストレーター）　撮影：岩波友紀

ワークショップ「魅力の予感」より
講師：きむらとしろうじんじん（美術家／陶芸家）　撮影：福田啓道

出征記念写真　当館蔵
軍靴　当館蔵

浮世絵の世界―石井研堂コレクション―
4月１日（火）～5月９日（金）
総合展示室 近世

新収蔵資料展―葉たばこ財団寄贈資料―
４月１日（火）～6月29日（日）
三の丸アベニュー

耳の標本展
―魚の耳石からクジラの耳の骨まで―
4月26日（土）～6月29日（日） 
分野別展示室　自然

ハダカイワシのなかまのCT画像

遠くからやってきた弥生土器たち
―条痕文と遠賀川―
６月７日（土）～９月21日（日）
総合展示室　原始

荒屋敷遺跡出土遠賀川式土器
三島町蔵・当館寄託（国指定重要文化財）

みんなの震災遺産
７月1９日（土）～８月２2日（金）
総合展示室　自然と人間

紛争地域の化石たち 
7月19日（土）～9月15日（月・祝）
分野別展示室　自然

バキュリテス
（イスラエル産）
当館蔵

友の会化石鉱物探検隊ミニ成果展
７月26日（土）～9月12日（金）
エントランスホール

金山町三條のヤマサキ巻物 
８月９日（土）～８月31日（日） 
総合展示室　近世

金山町三条の「山崎巻物」　当館蔵

会津藩の蝦夷地警備
８月９日（土）～10月3日（金） 
総合展示室 近世

斎藤一と会津
9月6日（土）～9月26日（金） 
総合展示室　近・現代

若松城下絵図屏風を見る
9月17日（水）～10月13日（月・祝） 
総合展示室　近世

若松城下絵図屏風（部分）　
当館蔵

都々古別神社の宝物
9月23日（火・祝）～12月14日（日）
総合展示室　中世

銅鉢　八槻都々古別神社蔵・当館寄託（国指定重要文化財）

若松城下の商人たち―大町検断簗田氏の記録から―
11月29日（土）～12月26日（金）
総合展示室　近世

ふくしまの食文化
12月13日（土）～2026年3月1日（日）
三の丸アベニュー

棒たら煮再現制作　当館蔵

くずし字にふれよう！―おたずね者はどんな顔？―
2026年1月17日（土）～2月27日（金）
総合展示室　近世

写真展 Fukushima Traces 2011-now
2026年1月20日（火）～3月22日（日）
エントランスホール

赤城修司
「20130524  福島市」　
個人蔵

時代はどう表現されたかー近現代の美術ー
会期：7月26日（土）～9月15日（月・祝）
展示場所：分野別展示室　歴史・美術
美術には制作された当時の世相、雰囲気などが色濃く反映されることがあります。
明治、大正、昭和の近代化と繰り返された戦争の中で、時代はどのように表現され
てきたのでしょうか。収蔵する美術作品を中心に考えます。

勝田蕉琴　連峰雲図　当館蔵

美しき刃たち
会期：9月20日（土）～11月16日（日）
展示場所：分野別展示室　歴史・美術
刀剣の魅力をお伝えしている「美しき刃たち」展。江戸時代から名工として名
高かった初代三善長道や新選組副長・土方歳三の愛刀の作者として知られる
11代古川兼定など会津を代表する刀工の冴えたる業をご覧ください。初登場
の名品も。会津で作られた美麗な刀装具もあわせて展示します。

刀　銘 陸奥大掾三善長道　当館蔵

会津の絵画
会期：11月22日（土）～2026年1月25日（日）
展示場所：分野別展示室　歴史・美術
雪舟を慕い学んだ会津藩お抱え絵師加
藤遠澤。澤の字を受け継ぐ遠澤の弟子
たち。狩野探幽に発する江戸狩野の影
響濃厚な会津藩お抱え絵師の永峰家。
強烈な個性の町絵師・萩原盤山。江戸
画壇の大御所・谷文晁に学んだ佐竹永海、
遠藤香村。会津ゆかりの絵画をオール
スターキャストでおおくりします。

竹内澤輿　花鳥図屏風　当館蔵　（伊藤豊松コレクション）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令和8年1～３月

絵葉書軍隊生活歩兵第六十五連隊正門　当館蔵

テーマ展／特定のテーマに基づいて収蔵品を中心に紹介する小～中規模の展示です。　ポイント展／収蔵品を中心に、特別に公開する資料などを1点から紹介する小規模展です。

特集展

震災遺産を考える
会期：2026年2月13日（金）～4月11日（土）
東北地方太平洋沖地震の発生から15年を迎えます。
いつどこで起きても不思議ではない災害への「そなえ」
について、大切な人と考えるきっかけとなることを目指
します。今までに収集した震災遺産を振り返り、東日本
大震災を知らない世代のみなさんとも「ふくしまの経験」
を共有し、「未来のふくしま」について考えてみませんか。

本郷嘉市　福助像　個人蔵・当館寄託

秋の企画展　

発掘ふくしま00 －ふくしま考古学事始め－
会期：10月4日（土）～12月7日（日）
ふくしまの発掘調査成果をご紹介してきた「発掘ふくしま」シリーズ。
今回は、ふくしま発掘の原点に迫ります。江戸時代には文化人が考
古資料を集め、明治・大正時代には各地で発掘が行われました。
人々はなぜ発掘をして、資料を集めたのでしょうか。出土資料や残さ
れた記録を通して、ふくしまの発掘に携わった人々の思いに触れます。
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